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会
長
あ
い
さ
つ

広島県PTA連合会
会　長

竹本　寛美

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

第５９回日本PTA全国
研究大会ひろしま
大会実行委員長

山本　和臣

広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
員
の
皆

さ
ま
、
平
素
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の
格
別
の

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
度
は
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
創

立
60
周
年
を
迎
え
る
年
で
あ
り
、
ま
た
平

成
23
年
度
に
広
島
県
で
開
催
さ
れ
る
日
本

Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
ひ
ろ
し
ま
大
会
の

実
行
委
員
会
を
設
立
し
本
格
的
な
準
備
に

入
る
大
き
な
節
目
の
年
で
あ
り
ま
す
。
広

島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
員
が
一
丸
と
な

り
、
意
義
深
い
大
会
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

先
日
の
総
会
で
本
年
度
の
新
理
事
一

同
を
ご
承
認
し
て
い
た
だ
き
、
緊
張
感
と

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
、
新
体
制
を
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
総
勢
28
名

の
役
員
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
の
要
職
を

兼
務
し
な
が
ら
の
精
鋭
で
す
。
地
元
の
地

域
性
や
課
題
は
様
々
で
す
が
、
私
た
ち
役

員
の
一
人
ひ
と
り
が
活
動
を
通
し
て
、
お

互
い
を
高
め
あ
い
支
え
あ
う
こ
と
が
で
き

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
の
活
動
で
す
。

確
か
に
大
人
が
集
ま
り
大
会
や
研
修

や
行
事
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。で
も
、

目
的
は
必
ず
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
大

き
な
花
火
を
打
ち
上
げ
る
た
め
だ
け
に
集

う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
会
や
研
修
に

参
加
し
学
ん
だ
こ
と
、
活
動
で
出
会
っ
た

同
じ
思
い
を
も
つ
仲
間
と
の
感
動
や
励
ま

し
を
わ
が
家
に
持
ち
帰
る
の
で
す
。

そ
れ
ら
を
す
べ
て
『
愛
情
』
と
い
う

形
で
子
ど
も
た
ち
に
注
い
で
い
き
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
コ
ッ
プ
は
い
つ
ま
で
も
満

た
さ
れ
ま
せ
ん
。
注
い
で
も
注
い
で
も
心

身
に
染
み
込
ま
せ
、『
愛
情
』を
求
め
ま
す
。

限
度
の
な
い
魔
法
の
コ
ッ
プ
で
す
。
だ
か

ら
こ
そ
私
た
ち
保
護
者
は
気
を
抜
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
子
ど
も
た
ち
へ
の
『
愛

情
』
を
時
に
＂
母
の
味
〟
で
、
ま
た
時
に

〝
父
の
味
〟
で
し
っ
か
り
と
向
き
合
っ
て

注
い
で
い
き
ま
す
。

実
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
そ
の
も
の
が
『
魔

法
の
ポ
ッ
ト
』
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

必
ず
子
ど
も
た
ち
に
注
が
れ
る
『
愛
情
』

を
確
か
な
形
に
す
る
た
め
の
・
・
・
。

こ
の
1
年
間
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り

や
す
く
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
広
島

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

平
成
２３
年
８
月
に
は
、「
第
59
回
日
本
Ｐ
Ｔ

Ａ
全
国
研
究
大
会
ひ
ろ
し
ま
大
会
」
が
県
内
各

地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
よ
そ
６０
年
に
一
度
め

ぐ
っ
て
く
る
こ
の
大
会
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来

る
「
偶
然
の
意
味
」
と
は
何
で
し
ょ
う
？
一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

こ
の
広
島
大
会
は
、
私
た
ち
が
主
催
者
と
し

て
か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
る
最
後
の
大
会
に
な

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

子
ど
も
が
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
「
幸

運
」
と
、
全
国
各
地
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
く

８
、０
０
０
人
余
り
方
々
と
の
「
出
会
い
」
を

大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
こ
の
大
会
は
一
部
の
役
員
や
実
行
委

員
の
方
だ
け
で
は
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
今
、
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い

る
皆
さ
ん
方
と
も
一
緒
に
つ
く
り
あ
げ
、
お
も

い
っ
き
り
楽
し
み
な
が
ら
学
び
あ
い
ま
し
ょ

う
。そ
し
て
、「
偶
然
の
意
味
」を
一
緒
に
味
わ
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。

　

広
島
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
お
も
て
な
し

の
心
を
大
切
に
、
思
い
っ
き
り
、
大
胆
に
、
個

性
的
に
、広
島
ら
し
く
、み
ん
な
が
一
つ
に
な
っ

て
臨
む
決
意
で
お
り
ま
す
の
で 

よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

平成21年 ７ 月20日
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県 P 連 だ よ り県 P 連 だ よ り

第59回　日本PTA全国研究大会　ひろしま大会
シンボルマーク審査会のようす シンボルマーク 決定!! 第59回日本PTA全国研究大会ひろしま大会　シンボルマーク優秀作品

学　　校　　名 小･中･保護者別 名　前
最優秀賞
（採用作品） 呉市立原小学校 ＰＴＡ 藤田　雅史

優秀賞

尾道市立栗原小学校 ３　年 高垣　直矢
福山市立城東中学校 １　年 羽原　健二
呉市立豊浜中学校 ２　年 阿部　良太
安芸郡府中町立府中中央小学校 ＰＴＡ 猪原　康夫
山県郡安芸太田町立戸河内小学校 ＰＴＡ 佐々木紀子

役
職
名

名　

前

所
属
郡
市
Ｐ
連
所
属
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

実
行
委
員
長

山ヤ
マ

本モ
ト

和カ
ズ

臣オ
ミ

廿
日
市
市

津

田

小

副
実
行
委
員
長

上ウ
エ

田ダ　

靖ヤ
ス
シ

呉

市

安

浦

中

副
実
行
委
員
長

岡オ
カ

田ダ

智ト
モ

美ミ

世

羅

郡

甲

山

小

副
実
行
委
員
長

廣ヒ
ロ

川カ
ワ

雅マ
サ

満ミ
ツ

福

山

市

旭

小

副
実
行
委
員
長

近コ
ン

藤ド
ウ

忠タ
ダ

久ヒ
サ

三

次

市

八

次

中

副
実
行
委
員
長

元モ
ト

石イ
シ

晴ハ
ル

久ヒ
サ

庄

原

市

口

南

小

会　
　
　

計
平ヒ

ラ

岡オ
カ

真マ

奈ナ

美ミ

呉

市

昭

和

中

監　
　
　

事

新ニ
イ

矢ヤ

佳ヨ
シ

弘ヒ
ロ

大

竹

市

玖

波

小

監　
　
　

事

奥オ
ク

迫サ
コ

公コ
ウ

紀キ

江
田
島
市

江
田
島

中

監　
　
　

事

山ヤ
マ

中ナ
カ　

徹ト
オ
ル

庄

原

市

庄

原

中

実

行

委

員

永ナ
ガ

井イ　

隆タ
カ
シ

大

竹

市

小

方

小

実

行

委

員

鹿シ
カ

内ウ
チ

光ミ
ツ

信ノ
ブ

廿
日
市
市

七

尾

中

実

行

委

員

八ヤ

木ギ

明ア
ケ

美ミ

廿
日
市
市

廿
日
市

中

実

行

委

員

前マ
エ

岡オ
カ

正マ
サ

伸ノ
ブ

江
田
島
市

江
田
島

小

実

行

委

員

川カ
ワ

本モ
ト　

円マ
ド
カ

豊
田
・
竹
原

吉

名

小

実

行

委

員

水ミ
ズ

下シ
タ

美ミ

和ワ

豊
田
・
竹
原

木

江

小

実

行

委

員

荒ア
ラ

谷タ
ニ

浩ヒ
ロ

之ユ
キ

安

芸

郡

熊
野
第
一

小

実

行

委

員

山ヤ
マ

井イ

弘ヒ
ロ

明ア
キ

安

芸

郡

熊
野
第
一

小

実

行

委

員

西ニ
シ

本モ
ト

博ヒ
ロ

之ユ
キ

東
広
島
市

小

谷

小

実

行

委

員

鈴ス
ズ

江エ

恒ツ
ネ

浩ヒ
ロ

東
広
島
市

高
屋
東

小

第
５９
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
ひ
ろ
し
ま
大
会
実
行
委
員
名
簿

役
職
名

名　

前

所
属
郡
市
Ｐ
連
所
属
単
位
Ｐ
Ｔ
Ａ

実

行

委

員

栗ク
リ

原ハ
ラ

洋ヨ
ウ

子コ

山

県

郡

戸
河
内

小

実

行

委

員

溝ミ
ゾ

下シ
タ

安ヤ
ス

代ヨ

山

県

郡

豊
平
東

小

実

行

委

員

竹タ
ケ

廣ヒ
ロ

昭ア
キ

智ト
モ

安
芸
高
田
市

吉

田

小

実

行

委

員

今イ
マ

田ダ

和カ
ズ

哉ヤ

安
芸
高
田
市

高

宮

中

実

行

委

員

鶴ツ
ル

本モ
ト

博ヒ
ロ

之ユ
キ

三

原

市

沼

田

小

実

行

委

員

成ナ
ル

川カ
ワ

浩コ
ウ

二ジ

三

原

市

本

郷

小

実

行

委

員

加カ

藤ト
ウ

千カ
ズ

政マ
サ

尾

道

市

長

江

小

実

行

委

員

村ム
ラ

上カ
ミ

善ヨ
シ

彦ヒ
コ

尾

道

市

土

生

中

実

行

委

員

高タ
カ

本モ
ト

和カ
ズ

彦ヒ
コ

世

羅

郡

大

田

小

実

行

委

員

宮ミ
ヤ

上ガ
ミ

正マ
サ

好ヨ
シ

福

山

市

日
吉
台

小

実

行

委

員

光ミ
ツ

成ナ
リ

康ヤ
ス

浩ヒ
ロ

府

中

市

旭

小

実

行

委

員

山ヤ
マ

崎サ
キ

聡ア
キ

彦ヒ
コ

府

中

市

栗

生

小

実

行

委

員

赤ア
カ

木ギ

俊シ
ュ
ン

二ジ

神

石

郡

油

木

小

実

行

委

員

中ナ
カ

平ダ
イ
ラ

寛カ
ン

司ジ

神

石

郡

豊

松

小

実

行

委

員

藤フ
ジ

井イ

正マ
サ

志シ

三

次

市

君

田

小

実

行

委

員

連ツ
レ

石イ
シ

武タ
ケ

則ノ
リ

福

山

市

元

会

長

実

行

委

員

髙タ
カ

橋ハ
シ

一カ
ズ

昭ア
キ

三

原

市

前

会

長

実

行

委

員

池イ
ケ

田ダ

淳ジ
ュ
ン

二ジ

福

山

市

前
副
会
長

実

行

委

員

倉ク
ラ

本モ
ト

裕ヒ
ロ

康ヤ
ス

尾

道

市

前

理

事

実

行

委

員

国ク
ニ

兼カ
ネ

利ト
シ

美ミ

世

羅

郡

前

理

事

実行
委員長です

責任重大、
がんばるぞー

わしゃ、
やったるで

ファイト!!

みんな、
ついてきんさいよ

平成21年 ６ 月 ５ 日の設立総会において、実行委員の方々が決まりました。
広島大会成功に向けて、「ＰＴＡ」がひとつになって臨みます。
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日中友好 少年少女の翼
平成21年3月26日〜31日　中国の首都北京のおもいで

私
は
、
日
中
友
好
少
年
少
女
の
翼
に
参
加
し
て
、
中
国
の
文
化
や
日
本
と
中
国
の

違
い
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
県
外
の
人
達
と
友
達
に
な

る
こ
と
が
で
き
て
、
中
学
生
の
私
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。
万
里

の
長
城
は
、高
い
所
が
嫌
い
な
私
に
と
っ
て
苦
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
鳥
の
巣
は
、

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
実
際
に
使
わ
れ
た
場
所
な
の
で
、
と
て
も
興
奮
し
て
友
達
と
は

し
ゃ
ぎ
ま
し
た
。
最
高
の
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
中
国

の
中
学
生
と
の
交
流
で
は
、
英
語
を
使
わ
な
く
て
は
い
け

な
か
っ
た
の
で
大
変
で
し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
中
国
の
友

達
が
で
き
た
の
で
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
中
国
で
過
ご

し
た
４
日
間
は
、
楽
し
い
事
や
辛
い
こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ

な
事
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
今
思
え
ば
楽
し
か
っ
た
事

は
も
ち
ろ
ん
、
辛
か
っ
た
事
や
苦
い
思
い
出
も
最
高
の
思

い
出
で
し
た
。
ま
た
こ
の
様
な
体
験
を
し
て
み
た
い
と
強

く
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

三
次
市
立
八
次
中
学
校　

田
村　

萌
美

今
回
の
日
中
友
好
少
年
少
女
の
翼
は
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

最
初
行
く
前
は
と
て
も
不
安
で
友
達
で
き
る
か
な
と
か
い
ろ
い
ろ
考
え
て
ま
し
た
。

だ
け
ど
会
っ
て
普
通
に
い
ま
ま
で
友
達
だ
っ
た
の
か
っ
て
ぐ
ら
い
話
さ
れ
ま
し
た
。
班

の
人
と
は
交
流
が
す
ご
く
あ
っ
て
す
ぐ
友
達
に
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
他
の
班
の
人
と

も
４
日
目
に
と
て
も
仲
良
く
な
り
ま
し
た
。

思
い
出
の
中
で
は
中
国
に
い
っ
て
な
ん
か
ち
が
い
が
あ
っ
た
と
か
じ
ゃ
な
く
友
達

の
こ
と
し
か
う
か
ん
で
き
ま
せ
ん
。
班
の
人
他
の
班
の
人
と
か
も
う
あ
え
な
い
か
も
し

れ
な
い
の
で
一
生
の
宝
物
で
す
。
今
回
の
日
中
友
好
少
年
少
女
の
翼
で
学
ん
だ
こ
と
は

友
達
っ
て
い
い
な
と
か
や
っ
ぱ
り
友
達
の
大
切
さ
で
す
。
だ
か
ら
出
会
い
を
し
っ
か
り

と
大
切
に
し
た
い
し
今
の
友
達
も
大
切
に
し
た
い
で
す
。

こ
の
日
中
友
好
少
年
少
女
の
翼
で
学
ん
だ
こ
と
楽
し

か
っ
た
こ
と
よ
か
っ
た
こ
と
っ
て
き
か
れ
る
と
や
っ
ぱ
り

友
達
っ
て
い
い
な
っ
て
答
え
る
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
大
切
な
こ
と
を
分
か
る
よ
う
な
こ
と
に
協
力

し
て
下
さ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
や
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
な
ら
び
に

保
護
者
の
み
な
さ
ま
に
心
か
ら
あ
り
が
と
う
っ
て
い
い
た

い
で
す
。

�

神
石
郡
神
石
高
原
町
立
三
和
中
学
校　

瀬
尾　

真
平

平
成
２１
年
度
広
島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
役
員

ブ
ロ
ッ
ク

役
職
名

名　

前

所
属
郡
市
Ｐ

所
属
学
校

ブ
ロ
ッ
ク
代
表

母
親
代
表

東

部

③

会  

長

竹タ
ケ

本モ
ト

寛ヒ
ロ

美ミ

三

次

市

青

河

小

西

部

①

副
会
長

山ヤ
マ

本モ
ト

和カ
ズ

臣オ
ミ

廿
日
市
市

津

田

小

西

部

②

副
会
長

榎エ
ノ
キ　

大ダ
イ

介ス
ケ

呉

市

警
固
屋

中

西

部

④

副
会
長

栗ク
リ

原ハ
ラ

洋ヨ
ウ

子コ

山

県

郡

戸
河
内

小

東

部

②

副
会
長

羽ハ

原バ
ラ

啓ケ
イ

二ジ

福

山

市

城

東

中

東

部

①

会  

計

黒ク
ロ

木キ

伸シ
ン

二ジ

世

羅

郡

東

小

西

部

③

母
親
代
表

花ハ
ナ

満ミ
ツ

美ミ

和ワ

東
広
島
市

黒

瀬

中

母
親
代
表

西

部

①

理　

事

永ナ
ガ

井イ　

隆タ
カ
シ

大

竹

市

小

方

小

理　

事

八ヤ

木ギ

明ア
ケ

美ミ

廿
日
市
市

廿
日
市

中

母
親
代
表

西

部

②

理　

事

宮ミ
ヤ

下シ
タ

成セ
イ

二ジ

江
田
島
市

大

古

小

理　

事

岩イ
ワ

崎サ
キ

雅ノ
リ

吉ヨ
シ

豊
田
・
竹
原

竹

原

中

理　

事

中ナ
カ

村ム
ラ

直ナ
オ

美ミ

呉

市

昭
和
北

中

母
親
代
表

西

部

③

理　

事

荒ア
ラ

谷タ
ニ

浩ヒ
ロ

之ユ
キ

安

芸

郡

熊
野
第
一

小

理　

事

西ニ
シ

本モ
ト

博ヒ
ロ

之ユ
キ

東
広
島
市

小

谷

小

西

部

④

理　

事
土ト

佐サ

岡オ
カ

一カ
ズ

也ヤ

安
芸
高
田
市

船

佐

小

理　

事
斉サ

イ

藤ト
ウ

め
ぐ
み

山

県

郡

豊
平
西

小

母
親
代
表

東

部

①

理　

事

橋ハ
シ

濱ハ
マ

智ト
モ

美ミ

三

原

市

第

三

中

理　

事

加カ

藤ト
ウ

千カ
ズ

政マ
サ

尾

道

市

長

江

小

理　

事

沖オ
キ

田タ

朱ア
ケ

美ミ

三

原

市

第

四

中

母
親
代
表

東

部

②

理　

事

安ヤ
ス

原ハ
ラ

正マ
サ

典ノ
リ

福

山

市

鷹

取

中

理　

事

西ニ
シ

宮ミ
ヤ

晴ハ
ル

之ユ
キ

府

中

市

上
下
北

小

理　

事

赤ア
カ

木ギ

俊シ
ュ
ン

二ジ

神

石

郡

油

木

小

理　

事

松マ
ツ

葉バ

美ヨ
シ

江エ

福

山

市

駅

家

中

母
親
代
表

東

部

③

理　

事

近コ
ン

藤ド
ウ

睦ム
ツ

博ヒ
ロ

庄

原

市

西

城

中

理　

事

近コ
ン

藤ド
ウ

千チ

晶ア
キ

三

次

市

小

童

小

母
親
代
表

西
部
①
・
西
部
②

西

部

③

監　

事

西ニ
シ　

和カ
ズ

夫オ

廿
日
市
市

七

尾

中

東
部
①
・
東
部
②

監　

事

越オ

智チ

昌マ
サ

毅キ

福

山

市

幕

山

小

西
部
④
・
東
部
③

監　

事

髙タ
カ

野ノ

法ノ
リ

雄オ

安
芸
高
田
市

来

原

小
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県 P 連 だ よ り

　

No.
28
号
を
無
事
、
編
集
・
発
行
出
来
、
ホ
ッ

と
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
度
は
読
み
手
か
ら
作

り
手
に
な
り
、試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
、編
集
・

発
行
し
ま
し
た
。
積
み
重
ね
の
上
に
積
み
重
ね

な
ん
だ
と
つ
く
づ
く
感
じ
ま
し
た
。
で
も
、
平

成
20
年
度
は
広
報
誌
集
発
行
・
広
報
紙
コ
ン
ク
ー

ル
審
査
会
も
あ
り
、
公
聴
広
報
委
員
が
顔
を
あ

わ
せ
る
事
も
多
か
っ
た
で
す
が
、
わ
い
わ
い
が

や
が
や
と
、
ま
る
で
学
生
気
分
と
ば
か
り
に
楽

し
く
活
動
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
校
正
作
業

中
が
一
番
楽
し
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

良
い
仲
間
に
出
会
え
た
事
に
感
謝
！
子
ど
も

を
と
お
し
て
出
来
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�
公
聴
広
報
委
員　

西
山　

美
智
子

編

集

後

記

充実の補償で
お子様を

サポートします

●授業中やクラブ活
動など、校内外を問
わず発生するケガや
病気＊の補償
＊病気入院補償
はWプランのみ
対象です。

団体割引適用で
割安な保険料！

●誤って他人のものを
壊したり、他人にケガを
させてしまったら…
（加害事故の補償）
インターンシップ（職場体験）や
アルバイトに起因する賠償責任も
対象となります。

充実の補償でお子様をサポートします。
広島県PTA連合会
小・中学生総合保障制度

お問い合わせ先・取扱代理店：㈱東海日動パートナーズ広島　TEL：0120－018－217

引受幹事保険会社

●学校管理下中の学用品・
　身の回り品などの補償
●育英費用等

 小・中学生総合保障制度はこども総合保険・動産総合保険(携行品一式特約付帯・学校管理下中のみ担保）のペットネームです。
この広告は「広島県ＰＴＡ連合会小・中学生総合保障制度」の概要について紹介したものです。保険の内容は平成２０年度のパンフ
レットをご覧ください。ご加入にあたっては、必ず「重要事項説明書」をよくお読み下さい。
詳細は契約者である団体の代表者の方にお渡ししてあります保険約款によりますが、ご不明な点がありましたら取扱代理店・引受保険
会社までお問合せください。     　　　  平成２０年９月作成　 募文No ４１４０－０８－０３2

(注)動産総合保険（携行品一式特約
付帯）には、団体割引による割引は適
用しません。
スクールメディカルデスク２４でお子様
の健康相談を２４時間受付

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
、と
い
う
の
は
挨
拶
か

ら
始
ま
る
。

し
か
し
、私
が
子
ど
も

た
ち
に
「
お
は
よ
う
」と

声
を
か
け
た
ら
、返
っ
て

き
た
言
葉
が
「
ち
ー
す
」「
う
ぃ
ー
っ
す
」

と
い
う
の
は
な
ん
な
ん
だ
！
と
、こ
こ
で

怒
っ
て
い
て
は
前
に
進
ま
な
い
。け
れ
ど
、

さ
ら
に
、「
お
ば
ち
ゃ
ん
、こ
れ
、や
ば
い

よ
。」と
食
べ
も
の
を
差
し
出
さ
れ
た
り
す

る
と
、「
毒
で
も
入
っ
て
い
て
食
べ
る
と
危

な
い
も
の
」の
よ
う
に
聞
こ
え
て
し
ま
い
、

こ
こ
で
ま
た
顔
を
し
か
め
て
し
ま
う
。

こ
う
い
う
と
き
、「
そ
の
言
葉
、お
か
し

い
よ
」と
指
摘
し
た
も
の
か
、あ
え
て
気
に

せ
ず
話
を
つ
な
い
だ
も
の
か
。思
え
ば
私

た
ち
が
若
い
こ
ろ
も
、大
人
た
ち
に
「
変

な
若
者
言
葉
を
使
う
」と
言
わ
れ
て
い
た

か
ら
、あ
る
意
味
順
送
り
な
の
だ
ろ
う
。美

し
い
日
本
語
は
是
非
子
ど
も
た
ち
に
伝
え

て
い
き
た
い
と
思
う
に
は
思
う
が
、自
分

自
身
が
そ
の
「
美
し
い
日
本
語
」を
使
わ

な
い
と
、自
然
に
伝
わ
っ
て
い
く
の
は
難

し
い
だ
ろ
う
。

挨
拶
の
話
に
戻
る
け
れ
ど
、ハ
ワ
イ
で

は
「
ア
ロ
ハ
」と
会
っ
て
「
ア
ロ
ハ
」と
別

れ
る
と
、英
語
の
先
生
に
教
え
て
も
ら
っ

た
と
い
う
娘
。ん
？
日
本
語
に
も
両
方
に

使
え
る
言
葉
が
あ
る
よ
、と
私
。そ
れ
「
ど

う
も
」で
し
ょ
、と
娘
。ち
が
う
！
あ
れ
も

曖
昧
に
し
て
便
利
な
言
葉
だ
け
ど
、も
っ

と
き
れ
い
な
言
葉
。

で
は
使
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。と
び
き
り

の
笑
顔
と
一
緒
に
。「
み
な
さ
ん
、ご
き
げ

ん
よ
う
。」�

（
貴
）

平成20年度公聴広報委員の写真
　

こ
の
た
び
、
県
Ｐ
連
事
務
局
に
ご
縁
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
原
田
と
申
し
ま
す
。

　

事
務
局
長
の
重
責
を
果
た
す
の
は
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
誰
も
が
信
頼
し
合
い
、
支
え
合
う
こ

と
を
大
き
な
力
と
し
て
、
県
Ｐ
連
活
動
の
進
展
・

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
事
務
局
長
紹
介


